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　小金井市議会は、令和６年１月２６日（金）に東小金井駅開設記念
会館（マロンホール）、２７日（土）に市役所本庁舎で議会報告会を開

議会報告会を開催しました

委員会の視察先とテーマ
庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会
１月１７日、 １８日（右写真）△

滋賀県守山市

全員協議会を開催しました
【12月19日】

▼　小金井都市計画用途地域の変更

▼　小金井都市計画高度地区の変更

▼�　小金井都市計画防火地域及び準
防火地域の変更

広報協議会を開催しました
【12月19日】

▼１�各部会の状況報告について

▼２�議会改革の調査事項について

　視覚に障がいのある方を対象に、ＣＤ及びデイジーＣＤに市議会だより
の内容を音声で収録した「声の議会だより」をお届けしています。
　ご家族やお知り合いで視覚に障がいのある方がいましたら、ご利用をお
勧めください。ご希望の方は、電話で議会事務局へお申し込みください。
　なお、収録はボランティアグループの「小金井市対面朗読の会」のご協
力をいただいています。
【対　象】�原則として障害者手帳１～６級の視覚障がいのある方（対象者

以外でも、図書館本館でご利用いただけます）
【申　込】議会事務局（市役所本庁舎４階）
　　　　☎ 042－387－9947

　令和６年１月１６日（火）に議員研修会を市役所本庁舎で開催しま
した。
　令和５年度は、大石学さん（東京学芸大学名誉教授）を講師に
お招きしました。当日は市民の方にもご参加いただいたほか、
YouTubeで中継を行いました。
　なお、当日の資料は市ホームページに掲載し、ご講演の録画は

議員研修会を開催しました

講演の資料 講演の録画

東小金井駅開設記念会館
（マロンホール）

市役所本庁舎

催しました。
　市役所本庁舎での開催については、YouTubeで
録画配信しており、右記の二次元コードからご覧い
ただけます。
　詳細は次号に掲載します。

視覚に障がいのある方へ「声の議会だより」をご利用ください

　庁舎の市民利用及びエネルギー
マネジメントシステムについて

▽岡山県倉敷市
　ファシリティマネジメントの取
組（実践から取り組むFM～くら
しき流）について

行財政改革推進調査特別委員会
１月１７日、 １８日（下写真）

▽和歌山県和歌山市
　和歌山市スマートシティ推進プラットフォームについて
　ウォーカブルシティの実現に向けた取組について

▽大阪府大阪市
　大阪市DX戦略「Re-Designおおさか」の取組について

厚生文教委員会
１月２３日、 ２４日

▽大阪府泉大津市
　部活動の地域移行について

▽三重県名張市
　子どもの権利委員会の活動
について

総務企画委員会
１月３１日、 ２月１日

▽岐阜県各務原市
　おくやみコーナー（死亡に伴う各種手続きのご案内）について
　かかみがはら寺子屋事業について

▽愛知県豊川市
　公契約条例について
　町内会電子回覧板「結ネット」導入の実証実験について

※過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎４階）または情報
公開コーナー（第二庁舎６階）で閲覧できます。また、行政視察報
告書を市ホームページで公開しています。

～「武蔵野新田開発について」を研修～

YouTube配信していま
す。下記の二次元コードか
らご覧いただけます。

　２0１8年（平成30年）に施行された「障害のある人もない人も共に学び共に
生きる社会を目指す小金井市条例」を踏まえ、２0２２年（令和４年）１１月以降、
重度の脳性麻痺で身体及び発声に障がいのある高木章成議員の介助や議員活
動のサポートについて、議会の中で様々な話し合いを続け、本人の要望を聞
きながら、少しずつ改善してきました。
◦議会での発言は、同会派の議員が代読または復唱する。
◦一般質問は、通常は１人１時間以内のところ１時間半以内に延長する。
◦議場や委員会室の椅子を座りやすいものにする。
◦トイレには温水洗浄便座や手すりをつける。
◦会派控室に呼び出しボタンを設置し、議会事務局と連絡が取れるようにす
る。
などが一例です。
　しかし、書類めくりや書類整理、食事介助など、介助者の手助けが必要な
場面も多くあるため、参議院等の事例を基に、介助者費用を議会費として予
算措置するための検討を続けました。結果的に、当事者と意思疎通できる介
助者を介護事業所に契約して派遣してもらうことになりました。

　２0２3年（令和５年）第３回定例会において、「議会活動支援介助委託料」と
いう名目で議会費として補正予算に計上され、介助者費用の予算化が実現し
ました。発声に障がいのある高木議員の意図をくみ取り、議会用語にも慣れ
ている介助者が必要ということで、
対応できる介助者を、議員本人のコ
ーディネートで議会に派遣してもら
う、といった形です。議会で申し合
わせを作成し、２0２3年（令和５年）
第４回定例会から議会費で措置さ
れ、介護事業所と契約しています。
　地方議会で障がいのある議員に対
する介助費用を議会費で措置するこ
とは、画期的で例がないと聞いてい
ます。議会での合理的配慮を進めて、重度の障がいがあっても、他の議員と
同様に議会活動ができることを示していけば、社会全体の合理的配慮や障が
い者の社会参加がもっと進むかもしれません。

障がい者も議員として活動しやすい議会へ 〜合理的配慮に基づく予算措置が前進〜

介助者が高木議員を介助している様子
（12月19日撮影）
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